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平
成
二
十
四
年
度

総

合

問

題

（
文
学
科

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
）

～

9:30

11:00

注
意
事
項

１

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
、
解
答
用
紙
に
手
を
触
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

２

こ
の
問
題
冊
子
は

ペ
ー
ジ
で
、
解
答
用
紙
は
２
枚
あ
り
ま
す
。

12

３

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
、
枚
数
を
確
認
し
（
足
り
な
い
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て

監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と)

、
全
部
の
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４

試
験
中
に
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
や
ペ
ー
ジ
の
脱
落
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者

に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

５

解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

６

こ
の
問
題
冊
子
に
あ
る
余
白
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
書
き
な
ど
に
利
用
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

７

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
と
受
験
票
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
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一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
省
略
】
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【
省
略
】
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【
省
略
】

（
林

浩
平
『
テ
ク
ス
ト
の
思
考

―
日
本
近
現
代
文
学
を
読
む
』
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二
〇
一
一
年
、
春
風
社
、

～

ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
）

186

190

注
１

一
聯
四
音
格

…
…

こ
こ
で
は
、
読
み
が
平
仮
名
四
文
字
（
四
拍
）
で
あ
る
こ
と
。

注
２

那
珂
太
郎

…
…

詩
人
。
萩
原
朔
太
郎
の
研
究
で
も
知
ら
れ
る
。

問
一

部
①
～
⑤
の
片
仮
名
は
漢
字
に
、
漢
字
は
平
仮
名
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

部
ア
「
助
詞
・
助
動
詞
と
い
っ
た
助
辞
（
付
属
語
）
や
感
動
詞
を
除
い
た
言
葉
の
群
れ
」
に
該
当

す
る
品
詞
名
を
す
べ
て
答
え
な
さ
い
。

問
三

部
イ
「
慣
用
化
さ
れ
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
に
該
当
す
る
語
で
あ
な
た
が
日
ご
ろ
よ
く
使
う
も
の
を
一

つ
挙
げ
、
そ
れ
を
使
っ
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
（
主
語
を
明
示
す
る
こ
と
）
。

問
四

部
ウ
「
漢
語
の
音
韻
に
も
オ
ノ
マ
ト
ペ
的
性
格
を
聴
き
取
り
言
葉
の
音
楽
を
感
受
す
る
超
高
感
度

の
受
信
装
置
を
内
在
さ
せ
た
耳
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
」
を
言
い
換
え
て
い
る
表
現
を
、
文
中
か
ら
三
十
字

以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
五

部
エ
「
興
味
深
い
表
現
」
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
表
現
か
、
ま
た
、

筆
者
は
そ
れ

(1)

(2)

を
朔
太
郎
の
ど
の
よ
う
な
表
現
意
図
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
六

部
ａ
「
詩
の
言
語
に
お
け
る
音
韻
的
側
面
や
音
楽
的
要
素
の
開
発
と
深
化
」
の
例
と
し
て
筆
者
が

指
摘
し
て
い
る
も
の
二
つ
を
、
文
中
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
七

部
ｂ
「
宮
沢
賢
治
」
が
著
し
た
童
話
作
品
の
代
表
的
な
作
品
名
を
一
つ
答
え
な
さ
い
。

問
八

部
ａ
が
詩
に
つ
い
て
音
韻
的
側
面
と
音
楽
的
側
面
を
話
題
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
次
の
漢
文
も
古

い
時
代
の
歌
に
つ
い
て
そ
の
音
韻
的
側
面
と
音
楽
的
側
面
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

～
(1)

(4)

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

楽

之

為0

器

八
、
所3-

以
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六

律

五

音1
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、
有2

其
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而
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。
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●

●
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バ

●
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レ
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音

声1

而
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之
。

●

●

（
虞

集

『
雍
虞
先
生
道
園
類
藳
』
よ
り
。
）

ぐ

し
ゅ
う

よ
う

ぐ

る
い
こ
う
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注

為
器
八

…
…

楽
器
の
素
材
が
木
や
石
な
ど
八
種
類
あ
る
こ
と
を
指
す
。

六
律
五
音

…
…

六
律
は
現
在
の
音
楽
用
語
で
は
調
性
、
五
音
は
音
階
の
こ
と
。
調
性
は
ハ
長
調

な
ど
の
こ
と
で
、
音
階
は
ド
レ
ミ
の
よ
う
な
も
の
。

工

…
…

楽
工
の
略
。
楽
工
は
楽
団
の
団
員
の
こ
と
。

肄
習

…
…

習
熟
す
る
こ
と
。

歌
之
有
辞

…
…

こ
こ
で
「
辞
」
は
歌
詞
の
こ
と
。

部
「
而
已
」
「
則
」
の
送
り
仮
名
を
含
め
た
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で

(1)
も
よ
い
）
。

部
ｃ
は
「
人
声
に
貴
ぶ
所
は
、
其
の
文
辞

有
る
な
り
」
と
書
き
下
し
ま
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
解

(2)
答
用
紙
の
原
文
に
返
り
点
を
付
け
な
さ
い
（
送
り
仮
名
は
不
要
）
。

部
ｄ
を
漢
字
か
な
交
じ
り
の
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い
で
も
よ
い
）
。

(3)

こ
の
漢
文
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
要
約
し
な
さ
い
。
こ
の
と
き

・
印
で
示
し
た
「
声
（
＝
音
声
）
」「
人

(4)
声
」
「
文
辞
」
「
辞
」
の
意
味
を
は
っ
き
り
区
別
し
た
う
え
で
、
す
べ
て
用
い
る
こ
と
。
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二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
省
略
】
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【
省
略
】
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【
省
略
】

（
五
味
文
彦
『
『
徒
然
草
』
の
歴
史
学
』
一
九
九
七
年
、
朝
日
新
聞
社

朝
日
選
書
、
９
～

ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
小
見
出
し
は
省
略
し
た
。
）

13

注

『
元
亨
釈
書
』

…
…

鎌
倉
時
代
、
元
亨
二
年
成
立
の
漢
文
に
よ
る
日
本
仏
教
通
史
。
書
名
は
そ
の

成
立
し
た
年
号
に
由
来
す
る
。

問
一

部
①
～
⑤
の
漢
字
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

問
二

部
「
「
と
ぞ
」
、「
と
な
む
」
な
ど
の
伝
聞
の
語
法
を
末
尾
に
付
け
用
い
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
」

と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
伝
聞
の
語
法
を
末
尾
に
つ
け
た
場
合
、

部
ａ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
な
る

か
、
伝
聞
の
語
法
を
つ
け
た
形
で
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

問
三

部
ｂ
～
ｄ
を
助
動
詞
の
意
味
、
用
法
に
気
を
つ
け
て
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

問
四

部
ア
「
そ
う
し
た
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
本
文
の
内
容
に
即
し
て
八
十
字
以
内
で
説
明

し
な
さ
い
。

問
五

部
イ
の
よ
う
な
態
度
を
な
ん
と
言
い
ま
す
か
、
本
文
中
か
ら
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
六

部
ウ
「
兼
好
の
記
憶
に
即
し
て
分
節
化
し
把
握
す
る
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
一
例

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
を
七
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
、
始
め
と
終
わ
り
の
そ
れ
ぞ
れ
五
字
ず
つ
を
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書
き
な
さ
い
（
句
読
点
は
含
ま
な
い
）
。

問
七

筆
者
は

部
で
、
「
歴
史
学
的
に
『
徒
然
草
』
を
兼
好
に
即
し
て
読
む
」
た
め
に
は
、
「
記
憶
を
通

じ
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
が
有
効
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
六
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ

い
。

問
八

藤
原
道
長
は
、
平
安
時
代
に
摂
関
政
治
の
絶
頂
期
を
も
た
ら
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
息
子
の
頼
通

よ
り
み
ち

の
死
後
、
摂
関
政
治
は
衰
退
を
迎
え
た
。
そ
れ
に
次
い
だ
、
天
皇
の
父
親
に
よ
る
政
治
体
制
を
な
ん
と
呼

ぶ
か
、
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。
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